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　譖日本原子力学会では、学会内の連絡会のひと
つとして 2006 年５月に「シニアネットワーク」を
設立した。学会員かつ退職者を対象としており、
現在の会員は約 80名である。シニアが中心とな
りネットワーク組織を運営する。原子炉の経年化
問題や技術継承へ対応し、また 2007 年問題を機に
議論されているシニア人材活用を通じて、これか
らの原子力分野の発展に貢献することを目的とし
ている。ネットワークの活動としては、①経験を
活かした原子力の平和利用に資する活動、②原子
力学会の活動推進、③「大学生とシニアとの対話」
の推進、④産業界でのネットワークの拡充、⑤小
中高校生にも理解の輪を広げる活動、などをあげ
ている。また学会内のシニアを核として、同学会
内の他委員会ネットワークや、シニア以外の研究
者、技術者、関連機関や組織とも連携を組み、エ
ネルギー問題を正しく社会に発信すること、学生
のキャリア支援を行うことも活動内容としている。
　その具体的活動のひとつとして、2006 年７月に
第一回シンポジウム「石油を浪費しない社会の構
築とシニアの役割」が、エネルギー･資源学会、資源・
素材学会、物理探査学会、石油技術協会の後援を
得て開催された。講演では、石油資源消費を節減
するには、省エネルギーの徹底・強化と、原子力
と自然エネルギーの大規模開発の必要性、オイル
ピークの影響大である運輸用代替燃料開発の必要
性、エネルギーインフラの再構築などが提案され
た。またシニアを主体としてエネルギーと食料問
題を検討している「NPO法人海ロマン 21」は、日
本は世界第一位の海運業、第二位の水産業である
ことから、海の活用でリーダーシップを発揮でき
る立場にあると説明があった。さらに、さまざま
な発電におけるエネルギー収支比についての説明
がなされた。これらの３講演は、シニアの方々に
よって行われた。
　パネル討論では、大学での原子力教育、原子力
分野の人材の現状、海外におけるシニアの活動事
例などが紹介された。現在、原子力教員協議会会
員校は 19大学、25専攻・学科である。従来、大学
学部や大学院の「原子力」であった名称が、近年「量
子」や「エネルギーシステム」などに改名されて、
原子力に関する講義がされている。また、原子力
関係学科の学部卒業生総数は年間約 700 名、大学
院修了者約 400名であるが、原子力分野（放射線・
材料など関連分野）への就職者は約 150 名で、卒
業生の約 75％が原子力関係分野への就職を希望し
ているにもかかわらず、希望者の約 60％は原子力
分野以外に就職している１）。
　海外におけるシニア活用の事例も紹介された。
カナダでは年齢にかかわらず研究費がある限り研
究は継続でき、70歳過ぎの現役研究者の事例や、
ヨーロッパや台湾でのシニア活用の事例が発表さ
れた１）。また、今回のネットワーク設立のさきが
けとしてシニア主体の有志によって設立された組
織「エネルギー問題に発言する会」からは、シニ
アはボランティア活動を基本とし、人脈による組
織を有効に活用し、活動は自発的参加を基本とす
ること、また偏見報道へのクレーム、パブリック
コメントへの対応、メディアの取材対応、政策提言、
政治家等への直接説明等の活動を行うことが紹介
された。さらに、学生からはこれまでに行われた
シニアの方々との対話活動が報告された。
　現在、このようなシニアを中心とした組織の設
立や活動は、日本の多くの学会で検討されており、
特にこれから問題視されるインフラの経年化問題
や技術継承への解決策として注目される。
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